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『 がん疼痛治療の施設成績を評価する指標の妥当性を検証する研究 』 
  Special  Project  for  Awareness  and  Relief  of  Cancer  Symptoms   (SPARCS) 

 研究実施期間／平成24年2月15日から平成25年3月3１日(予定)まで 

 当院ではこのほど、「厚生労働省科学研究（がん臨床研究）的場班」からの依頼を受け、全国で唯一、
同班が実施する研究事業の協力施設となりました。 
 この研究は、がん診療連携拠点病院などの施設ごとに、がんの痛みがどれくらい適切に取れている
のかを明らかにすることを目的に行われます。同時に、痛みが取れることと、患者さんの生活の質が
どの程度良くなるのかを合わせて調査します。そのため対象となる患者さんには、痛みの状況のほか
に、アンケート調査などにご協力をお願いすることがあります。 
  詳しくは、下記の研究事務局までお問い合わせください。 
 ＜研究事務局＞ 

 がん診療センター企画室 電話017(726)8111  担当：齋藤 勝（内線9117）、山下 慈（内線9326） 


